








のの、同時期に書かれた作品である。二作品は、主人公の罹患している病気が「性病」と「肺結核」という違いはあるものの、 「病鬱と生活の苦渋」を負っているという、共通点が見出せる。しかし二作品は、風景を見る目、病気や社会への向き合い方に、明確な差異が見られる。 『ある心の風景』の初出は、大正一五年の『青空』八月号である。この作品について作者 梶井 四 五月一九日の日記
⑴
に「心の影、書き出しからすべり出しよし、ちよつとボー








より、 『ある心の風景』との関連性が指摘されてい 。 『ある心の風景』は、 「視ること、それはもうなにかなのだ。自分の魂の 部分































『ある心の風景』では、はじめに深夜の窓からの瞰下景が描かれる。 「眼近い夾竹桃」が揺れることにより、 「遠くの樹に風が黒く渡る」ことが確認できる。深夜の風景の凝視は、静寂により可能となる。そのため門灯に当た 黄金虫 音が、 「固い音」 と感覚されたり、柱時計の音が際立った音として響くのであ 。その凝視により、喬の「想念」が明らかになって来 のだが、 「ど までが彼の想念であり、どこからが深夜の町である か、わからなかつ 」と 喬の
「想念」と「深夜の町」が一体化するのである。次に遊郭の火の見からの風景が描かれる。遊郭では小婢に「満足に物が云へ」なかった喬が、女を待つ間、音のない暗闇の中で、灯りに目を点じている。そこに通い慣れた四條通が親しいものとして認識できたことや遠景の円山、東山、天の川を眺めたことにより、解放感を実感している。この解放感は女を買うという行為に対する緊張感と罪悪感を夜の闇と光がときほぐしたもので ろ 。 こにも夜 町との一体 みるこ ができる。
前掲の大正一三年の八六行の詩（以下長詩と表示することとす















書いている。それは、 「私 云つてゐました象徴主義なるもの甚だ遅々ながら文中に発展してゐることを認めてい だければ幸甚です（略）私は資本主義芸術の尖端リヤリスチツク
　
シンボリズムの刃









一体化を目ざすところにあったと考えられる」と述べている。しかし本稿では、 〈物〉と〈精神〉の一体化ではなく、相対化という視座で視覚を捉えていきたい。それは、堯が「昼 部屋の窓を展いて盲人のやうにそとの風景を凝視める」ときの、諦観からくる冷めた眼である。また、堯が友人の折田に語った「冷静といふものは無感動ぢやなくて、俺にとつては感動だ。苦痛だ。しかし俺の生きる道は、その冷静で自分の肉 や自分の生活が滅びてゆく を見てゐことだ」というところの冷静、冷徹な眼であるが、その眼で見る風景に着目したい。 『冬 日』 は河原敬子氏
⑼
も指摘するように、 「冬至」
が重要なテーマとなってい 月日の流れが、 「季節は冬至に間もなかつた」 、 「何時 隙にか冬至が過ぎた」というように 季節の変化の意識が冬至に集約されている。これは肺結核である主人公堯にとって、冬は最も辛い時期であり、さらに冬至は、その冬の底 感覚されるためである。木々の葉の「一日毎剥がれてゆく様」や草木が立ち枯 ていく様 、冒頭の 季節は冬至に間もなかう描写に続いて表される。さら 秋から冬に向かう戸外の風景 描写の直ぐ後 、病状の悪化を示す血痰 記述がある。このこと秋から冬に向かう落葉や冬枯れなどの景物 変化が、病状 進行同時であること 示され いる。これは、風景を相対的に注視して、自分の病気と 一致点を見ている である。濱川勝彦氏
⑽
は、 「自然






「向日性を持つた、もやしのやうに蒼白い堯の触手は、不知不識その灰色した木造家屋の方へ伸びて行つて、其処に滲み込んだ不思議な影 痕を撫でるのであつた」 う堯の触手は、消え去ろうとしている淡い影 惜しんでいる。触れようとする行為 自他の分離であり、相対化の表れと見ることができる。また、 「そんなとき蒼桐の影は今にも消されさうにも見えた。もう日向とは思へない其処に、気 せゐ程の がまだ残つてゐる。そしてそれは凩に追はれて、砂漠のやうな、其処では影 生きてゐ 世界の遠くへ、段々姿を掻き消してゆく つた」という、影と 言 ない影の消え去っいく様子を見続けていることは、 との一体化 は く、相対化である。さらに褐色に変わった風景 なかで、 「つ もどきの赤 実」「黄に化りきつた公孫樹」 、 「橙の実」がモノトーンの風景との対比で鮮やかさを印象付けるが 冬枯れの 景 鮮明になっ く 。木々の落葉と立ち枯れ なる草と黄葉や木 実 赤く ることは、秋の深まりという季節の変化を表している。このことも景物の客観視であり、相対化 いえる。
また、反射光線に写し出される風景にも言及している。 「傾いた
冬の日が窓のそとのまのあたりを幻燈のやう 写し出してゐる」というのは、反射光線による風景の現出である。 『 蠅』で 「夕
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方になり光が空からの反射光線に変るとはつきりした遠近にわかれて来るのだつた」で表された反射光線は、直射光線よりも風景を幻想的に浮び上がらせ、さらに内面を写し出すものとなる。このことは「その不思議 日射しはだんだんすべてのものが仮象にしか過ぎないといふことや、仮象であるゆゑ精神的な美しさに染められてゐるのだといふことを露骨にして来 のだつ 」という想いと通底し、本来的な精神性を浮び上がらせる。ここに本質を見る冷静な眼 存在が認められるのである。『ある心の風景』と『冬の日』の二作品に共通しているのは、窓からの瞰下景を描いてい 点 しかし、時間帯は異なっている。 『ある心の風景』は深夜であり、 『冬 日』は 主人公堯の午後の遅い起床から日没までの時間帯 る。また、 両作品とも 「凝視」という語の描写があるが、 『ある心の風景』は「視ること、それもうなにかなのだ。自分の魂の一部分或は全部がそれに乗り移ることなのだ」という全身全霊で 凝視であるが、 『冬 日』 凝視 、




される」と論じている。一方、 『冬の日』で風景を見る目で特筆されるのは、冷徹な眼である。堯が友人の折田との会話で「冷静といふものは無感動ぢや くて、俺にとつては感動だ。苦痛だ」というところの、感動と苦痛を伴った冷静な目である。そこには 物を見る時の『ある心 風景』に見られる一体感ではなく、相対視による、客観的な眼の存在をみることができる。日沼倫太郎氏
⑿
は「美的精神
の統一的意志による現実の変換操作、と同時に 種の純粋客観がある」と述べているが、純粋客観は によ 、相対視と通底するのではないか。視覚で捉え 風景には、主体 の 化（ 『ある心の風景』 ）と主体による相対視（ 『冬の日』 ）という、大きな差異が認められ 。
病気
『ある心の風景』の主人公喬の罹患している病名は、作者梶井の宿痾の「肺結核」ではなく「性病」である。梶井 作品のなかでは、唯一のも である。 「性病」について梶井との関わりを、友人の中谷孝雄氏
⒀
は「梶井がさういふ悪い病気に罹つたことは一度もなかつ
た。あれは、ある友人から聞いた話をそのまま作中 とり入 、梶井流に生かしたものであつた」と証言している。性病 結核は、死に至る病であるか否かは異なるものの、深刻な病であるこ は共通している。喬は、 「病鬱と生活の苦渋」が、 陰鬱な心を満たしている。また、夢の中のことと て 「ネエヴル 尻のやう」で、 「盛りあがつた気味悪い肉が内部から覗いてゐた」 、そして足の地腫れは、 「紅い、サボテンの花のやう」であったと、患部 視覚化 試みら ている。二章の「時どき彼は、病める部分を取出して眺めた」という
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否している。しかし冬至に近付いていく冬枯れの風景と血痰に り、病状の悪化という自己認識を迫られる とになる。秋から冬 向かう戸外の風景描写のすぐあとに、病状の悪化を示す血痰の変化の記述がある。これは風景を相対的に見て、自分の病状 の一致点を見ている。身体から分離した血痰の色を「黄緑色」から「にぶい血色」そして「驚くほど鮮やかな紅」というように、病状の進行を冷
静な目で見ている。赤い痰の描写に続いて「堯は此頃生きる熱意をまるで感じなくなつてゐた」という表現が見られるが、これは、赤い痰が遠くない将来における死と直結する表象だからである。堯の意識のなかでは認識し たことが「近代科学の使徒の一人」の宣告で、死がもはや逃れられ もの なる。回復へ 一縷 望みが絶たれたために、 「暖か 海岸で冬を越す」という病気回復のための転地療法を中止している。また、星座早見表も一〇月二〇何日までの使用のままである。これ 死を強く意識する冬至に対する忌避の表れである。さらには、帰郷も中止している。
ここに病気による孤立感により、内向きに傾く心情が察知できる。







『ある心の風景』の主人公の喬は、病気を他人には隠しており、夢のなかでは、母に治療を強要し が、実際にはまだ、治療 も行っていない。病鬱は、深夜の窓辺に坐 ことにより、 「病鬱や生活の苦渋が鎮められ」る程度ものであり、治療についても医者の看板や新聞の広告を探してい 段階であり、緊迫感は感じられないまた、朝鮮の鈴 音で、 「俺はだんだん癒つてゆくぞ」 いう、期待感を持つことができる。両作品に表れる患部の視覚化では 『冬の日』の赤い痰は、病気との対峙と う意味が見出せるが、 『ある心の風景』の「靑い燐光」には、病気からの分離の願望という逃避が読み取れる である。しかし、二章の 時どき彼は、病め 部分を取出して眺めた」と うことと、六章の「彼は部屋のなかの暗も一点の燐光を感じ い 描写は 患部 視覚化であ と もに、 「性病」という病気を受け入れられないという、患 と心情の分離の欲求を表 いる。最終章の「私は暗闇 なかにやがて消えてしまふ。然しお前は睡らないでひとりおきてゐ やうに思へる。そとの虫のやうに……靑い燐光を燃しながら……」には、患部が生きながらえて、患者が死んでしまうという死の予兆が語られ が病名に拘らず、患者に共通する心理 浮き彫りにしたも であろう。
『冬の日』の堯は、簡閲点呼での宣告と血痰により、死が避けられないものとしての認識を徐々に受け入れざるを得ない状況下にある。「冬至」前の冬枯れの風景や血痰を見る目の冷静さに、生に対する諦観が見られるが、 「冬至」の後の暮の風景と入日に、生への希求という現実感覚を取り戻している。
社会・他者




























『ある心の風景』では「自分の魂の一部分或は全部がそれに乗り移ることなのだ」という風景と心象 の一体化である。また、 『冬の日』では、 「盲人のや にそ の風景を凝視め 」という 虚無に裏打ちされた、相対視である。『ある心の風景』では、主人公喬は、遠景と高い梢の凝視により、一体感と解放感を感得する。喬は、性病と う忌病のた 、社会と他者に正面から対峙する気持が希薄である。このことから、 「街では自分は苦しい」という思いを抱くのである。朝鮮 鈴の音により治癒に対する望みを託すの あるが、終末 死の予兆が描か ている。ここにも自分の立ち位置の不安定さ 表れてい 『冬の日』 は、梶井が「リヤリスチツク
　
シンボリズム」と名づけた、リアリズム
で描いた景物に心象を映すと う手法が用 られている。そこでは景物に対す 冷徹な眼によ 、相対化、客観視が見られる。ここには、堯にとって死がも や逃れない状況であ も関わってこのことによる諦観と冷徹な眼により、社会や他者との関わりも依
― ―162
存性のないものとなっている。死が意識される、冬至までは悲壮感が強く表れて るが、冬至過ぎには、現実感覚を取り戻し、終末のひと時ではあるが、生への希求へと向かうのである。ここに、社会との対峙の仕方が、生の希求に大きく関わっていることを読み取ることができる。リアリズムは、社会との関連性にお て成り立つものと考えられる 、 『冬の日』から『交尾』 、 『のんきな患者』における作品において、そのことを見るこ は今後の課題としたい。注
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〈付記〉 『ある心の風景』及び『冬の日』の本文引用は、 『梶井基次郎全集』
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本稿は、平成二六年度日本女子大学国語国文学会秋季大会における口
頭発表に基づいている。
